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英国の地域博物館における教育手法に関する一考察
ニ ワー クシー トの設問分析 を通 しで …
外 山 徹
は じめに
学校教育 におけ る 「総 合的学習の時 間」導入に よって、…躍 、博物館 ・美術館が脚光 を浴びた
のも束の間、各地で地道な成果を挙げつつも、現在、話題は指定管理者制度や市場化テストな
ど、運 営の民間委託化 への対応 に移 って しまったかの感がある。
そうした流れについては、運営体制の効率化や財務体質の改善など、首肯すべき部分はあるも
のの、根本的な問題として、博物館 ・美術館が不可欠な教育機関であるという視点が抜け落ちて
い るのではないか とい う印象を持 つ。確 かに、株式会社立の学校な ど、学校教育に も民営化の試
みが無くはないが、国民への教育機会の提供を民間に委ねる方向性は果たして妥当であろうか。
特 に、教育の機会均等 とい う理念 に照 らして どうなのだろ うか。
一方、博物館 ・美術館が学校教育なみに 「不可欠な」教 育機関 と認識 されていないの も現実 で
あろ う。 あれば結構、無 くて も構わない とい うのが、博物館 ・美術館に対 する評価 なのではない
だろ うか。博物 館 ・美術館側 としては、教室 における教育 と展示 室におけ る教育の質的 な相違①'
を明確 にし、なおかつ、その両者が相乗 して こそ真の教育の向上 を目指 しうるという点を、 もっ
と声高に訴 えるべ きなのではないだろ うか。 しか し、 その理論構築はなされている と言えるか。
筆者に とって、 この教育の 「質的 な相違」 について考えさせ ら=れた最初の契機は、 ロン ドン市
立博物館の ワー クシー トを 目に した時 であった。 ワー クシー トとは、展示見学の際携行 し、展示
資料 を観察 しなが ら設問を解 く形式 の教材 である。 ロン ドン市博の ワー クシー ト学 習において
は、歴史的事実 を知識 として問 うとい うよ りは、それを材料 に 「観察 力 を伸 ばす」「思考 をめ ぐ
らす」、特 に 「現状の諸問題 について考える」 とい う教育がな されている点に感銘を受 けた。 そ
して、ワー クシー トとい うものが、そのまま館の展示資料 に対 する学 習の方法論 を示す もの とし
て、精好の検討材料である とい うことに気付いたの であ る。以後、上記の ような博物館な らでは
の教育特性 を考 える素材 として、注 目し始めた次第 である。
ロソ ドソでは国立 クラスの い くつかの館で充実 したワー クシー ト群 を見るこ とがで きた。 ロソ
ドソ市立博物館は国立館 ではないが、それ と同様の質の高 さを持 ってい るとともに、 日本ではポ
ピュラーな歴史展示が対象であ る とい う理 由で分析を試みた②。一方、 今少 し規模を小さ くし、
地方 に立地 する博 物館 の事 例 としては どうなの か、 とい うのが本稿 のテーマであ る。2004年8
月に英国を訪 れた際 にい くつかの地域 博物館で収集 したワー クシー トについて分析 を試 み、 当地
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の地域博物館における教育理念について、いささかな りとも言及で きれば と考 える。
1.リ ヴ ァプール 国立博物 館群
英国第4位 の都市 リヴ ァプールは、産業 革命期 か ら19世紀 にかけ、貿易港 として英国の世 界
帝国化に歩調を合わせるように発展するとともに、英国の世界経済への影響力の低下とともに衰
退を余儀な くされた都市 である。かつては、英国の中で も最 も活気ある都市の一つであ り、産業
革命期以降、大量の移民が流入 し、古 くか ら多様な コミュニテ ィーが形成 されて きている。貿 易
の衰退に より港湾関係の労働者をは じめ とす る失業問題 が深刻化、大 きなダメージを蒙 ったが、
近年は、アルバー ト ・ドッグを中心 とした臨港地 区の観光地化を 目的 とす る再開発で注 目されて
い る 。 「
リヴ ァプールには合計8つ の国立博物 館があ り、「?ヴァプール国立博物 館群」 と総称 されて
いる。 リヴァプ"ル 世界1尋物館、マージーサ イ ド海洋博物館、税関 ・徴税博物 館、 リヴ ァプール
生活博物 館、コソサベーシ ョン ・セン ター(展 示活動 もお こなってい る博物館群共 同の収蔵施
設)、 ウ ォー カー 美 術館 、 サ ッ ドリー ・ハ ウ ス(美 術 館 ・元 大商 人の 邸筆)、 レデ ィー ・リーバ ー
美術館、であ る。人 口51万の都市 に しては大変な充 実ぶ りであ るが、い くつかの館は観光施設
として の性 格 も濃 くもって い る。 この 内 、 今回 、 ワー クシー トに つい て取 り上 げ るの は 、 リヴ ァ
プール世界博物館 とマー ジーサイ ド海洋博物館、税関 ・徴税博物館であ る。
(1)リヴ ァプール世界博物館
① 館の概略
2005年の 新 装 開 館 と同 時 に 「WorldMuseumLiverpool」と改 称 さ れ た が 、 そ れ 以前 は 単 に
「LiverpoolMuseum」とい う名称 で、 こ こに取 り上 げ るワー ク シー トは リヴ ァプ ー ル博 物館 時 代
の もの とな る。 リヴ ァプー ル世 界博物館 は、 ダー ビー伯爵 の 自然 史 コレクシ ョン を収蔵 して
1853年に創設 されたが、当初 はダー ビー博物館 と称 した。 その後、入館者の増 加 に対 して施設
が猿隈 とな り、7年後 に富裕商人 ウィ リアム ・ブラウンか ら土地 と資金の提供を得て、現在地 に
新規開館 した。1867年には貴金属加工業 を営む ジ ョセブ ・メイヤ 一ーの中世遺物 ・エジプ ト出土
遺物のコレクシ 三ヨソが加わ り、今 日の収蔵品の根幹 が固まった。その後、プラネタ リウムが併設
.され て い る。
ワー クシー トを収集 し'た2004年8月当時の展示構成 は、歴史、 自然 史、宇宙 科学、特別展示
室、が各階ご とに設置 されていたが、 リヴ ァプール市 自体の歴史民俗 を扱 った展示 はない。それ
については、 リヴ ァプール生活博物館が扱 って いる。では、 こζで扱 っている 「歴史」 とは何 か
と言 う と、エジプ トやギ リシャ他の地 中海世界の串土遺物であ る。 また、「自然史」は恐竜の骨
格標本や動物 ・鳥類の剥製が展示 されていた。例えて言 えば、 ロソ ドソにあ る大英博物 館 と自然
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史博物館 と科学 博物館を足 して大幅にスケール ・ダウン したような構成 である。その、大英博物
館(TheBritishMuseum)もまた 、 英 国(British)と名 が 付 い て い て も、英 国 その もの を テ口唱
マ とした館ではな く、周知 の通 りエジプ ト、 メソポタミア、ギ リシャな どの遺物 で よく知 られて
お り、その リヴ ァプール版 とでも言えるのが この館である。マンチ ェスターに もマンチ ェスター
博物 館(TheManchesterMuseum)があ るが 、 や は り、 エ ジプ トか ら始 ま る歴 史 展 示 、恐 竜 に
動物 といった展示購成 を取 ってお り、 こうした展示構成は一つの博物館のスタンダー ドとして理
解されてい るよ うである。 したがって、 リヴ ァプール固有の テーマを持たない当館は、8つ の博
物 館の中で も観光施設的な要素の全 くない、専 ら教育を主眼 とす る博物 館 と言える。実際、訪問
当 日の来館者はほ とんどが子 どもつれであった。すなわち、父母や祖父 母が家庭教育の ・環 とし
て子 どもを博物館につれてゆ くというスタイル がここには成立 して いるの であ る。
我 が国で 「地域博物館」 と言 うと、何 々市(町)立 歴史民俗博物館(資 料館)と い うような名
称 で、その土地の歴史や民俗を扱 う博物館 ・資料館 という印象が強い。市町村立の博物館 ・資料
館の設置が文化財保護施設的な性格付けの下、実施されてきたという経緯もあり、年少者を対象
とする教育機関の設置 とい う考 え方はあま り感 じられない。 しかし、特定地域を対象 とした教育
施設 としての博物館 もまた、「地域博物館」の一類型 と言え るの では ないだ ろうか。 もっとも、
リヴ ァプール世界博物館への改称 も、館の性格 をわか りやすい名称に しょうとい う趣 旨ではあ る
だ ろ う。
② 常設展示のワー クシー ト
常設展示室で ワークシー トが設置 されていたの は、エジプ トその他の歴 史関係の展示 室1ヶ
所 であ った。 自然史の展示室には注 目のハソズオン型学習室が新設 されてい るので、特 にワー ク
シー トを設 置 して いな い の か も知 れ な い。歴 史 展示 室 の 一 画 に、"ExhibitionTrail"とい う表 示
が あ り、 ワー ク シー トが 備 え 付け て あ った。`frailとい う用 語 は 英和 辞 典 を繰 っ てみ て も 「牽 引
する」 とい うような訳語 しか見あた らないが、 当地 ではワー クシー トを利用 した 見学 の ことを
Trailと表 記 して い る。
シ ー ト名 「FamilyTraillstfloorLiverpoolMuseumSpottheseancientworldanimals」
(家族 トレイル リヴ ァプール博物館1階 これ ら古代世界の動物たちを見てみよ う)
この シ ー1一は動 物 をモ チ ー フ としたエ ジ プ ト ・キ プ ロス ・ギ リシ ャ ・中近 東 出土 の遺 物 を テー
マ とした ものであ る。A3判 上質紙 を2つ 折 りに した4頁 構成 で、全てカラー印刷であ る。片隅
に 「ポール ・ハム リソ財団」の名称 が記されている。表面 ・裏面 とも数点 の展示物 の写真が掲載
され、それに設問が付されている。以下、取 り上げ られた遺物ご とに記載事項を紹介 してみたい。
(コプ牛型の土製ポ ッ ト)
① ポ ッ トの原材料 は何か 粘土 ・石 ・木か ら択一
最初 にコブ牛が3000年前 に生息 して いた ことを述 べ、 コブおよ:び長 いパ イプ状の 口に注 目させ
た後 、設問に答 えさせる。 そ して、ポ ッ トの表面が小石 を用 いて磨かれて いることを説明 してい
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る。設問 自体は難解 な ものではないが、資料を観察す る上での着 目点が細か く示されている。
一
(子どもを乗せた鳥型の土製品)
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頭 にヘ ビを ま とった形 のタスモ シス1世 王の彫像そ の他の遺物 にあ し らわれたヘビの名称 を答
えさせて いる。解説文 を読む ことによって得 られる答 えであるが、箱型の展示品にあ しらわれた
コブラが中身を護 ってい るようにも、閉 じ込めているように も見える と述 べ、箱は埋葬墓に安置
してあった もの と説 明がある。漠然 と箱 とヘビの加飾の因果関係を問 うて も容易に答え られない
と考え られるので、 この ような説明 とな った と思われるが、展示品の形態 や意匠の意味 について
響
考 える という方向性 をもってい る。
(動物をモチーフ としたポ ッ ト)
同 じ く動物をモチーフ としたポ ット全般 について以下の ような設問 を付 している。
① どの ような動物がモデル とな ってい るか
② 日常用のものか特別な行事用のものか
③ これ らのポ ッ トの名称 は何 か
④ 何のために用 い られた もの か ・
最後に、 この フロアにあ るポ ッ トの多 くは手捻 りもし くはロクロで作 られたが、 この ような細 か
.
な造形は鋳型を用 いなければできない と説明 してい る。④の設 問は容易に回答で きるもの とも考




① これ らの動物は何か、また、何か ら出来ているか
② 胴体の中心部にある穴は何に用いられたか
③ この護符の名称は何か
④ なぜ底の部分が平 らにな っているのか
設問が4問 。①原材料、② と④ は形状 に関する設問だが、使い方を問 う点で 「なぜ」 とい う思




アメノフ ィス1世 はテーベの有名なエジプ ト王 であ り墓守 であ ること、展示品 は棺を構成 して
いた彩色された板であることを説明。板 に用 いられている色を書き上げさせている。色の書 き上
げは観察の促進 につながるであろう。
(魚型のポ ッ ト)
① この資料 はどこにあった ものか
② 胴体の線は何を意味するか




エジプ ト人は死者への奉納物を重視 した こと、寝台や長椅子の足を外 して埋葬寺院に納 めた こ
とを説明 し、展示品に象 られた顔の絵 を描かせている。
(犬型の土製品)
① この動物は何か 犬 ・猫 ・レプタイル から択一
② 他に2つ神を連想する古代エジプトの動物をあげよ
③ 動物の胴体のどの部分が失われているか
①の設 問の後、動物には4つ の タイプがあるが完全に黒 い ものはない こと、 エジプ ト人、動物
を表すアヌビス神の誕生 と再生の色 として動物を黒 く塗 ったことを説 明している。また、反対側
にある小ケースの中か ら探 すよう指示 している。
(鹿型の土製品)
① これらの動物は何か どう説明するか
このような動物の模型は死者への奉納物 として しば しば墓所 に置かれた ことを説明 し、動物の胴
体を飾 る線 をスケ ヅチさせている。
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最後にシー トで取 り上げた10の展示資料の写真を示 し、キ ャプシ ョンを見て資料それぞれ を
年代表の中にあてはめ させている。 これまで、時系列 を問 う設問はなか ったが、 ここで、古い時
代の遺物 であ ること、それぞ=れの資料 の年代的な関連性を再認識させている。各設問の解答例 は
記 されていない。
シー ト作成の特徴 としては、設問 もさることなが ら、設問 と同数に近い くらいの観察の着 目点
を説明する文章が入 っている点を指摘 で きる。 また、ワークシー トにポピュラーなスケ ッチ とい
う課題や色を書 き上げさせることも同様 に観察促進効果 を持つ。設問内容は、名称 を問 うという
ような単純 なものか ら、原材料、用途、使用法、色、形状(道 具 としての仕掛け=可 動部分 ・
穴 ・平 らな底等)や 意匠の意味を問 うなど、「なぜ」 という問いかけ も目立つ。学 習のね らい と
して、観察促進、思考喚起 とい う点が指摘 できるだ ろう。4頁 構成のシー トであるが、易 しい問
いから少々難解な問いまで、説明文に解答のあるものか ら、頭 を捻 って考えるもの まで、多彩な
設問で構成 されている。 へ
なお、シー ト内には一切 資料名は記 されておらず、()内 の名称は設問群の小 タイ トル にふ
さわしい と思われる名称 を筆者が付 した。 また、ポール ・ハム リン財団は芸術文化活動 に対 して
助成事業 をおこな うNPO団 体である。
③ 特別展 「人形の世界」展のワー クシー ト
特別展示室ではPuppetWorldsとい うテーマで、世界中の影絵人形 や操 り人形 といった可動
部分を持 つ人形 を集めた展覧会が開催中であ った。 イン ドネシアやベ トナム、中国、ウズベキス
タンとい うようにアジアの ものが目立 つが、 トル コやギ リシ ャ、地元英国の伝統的な野外人形劇
パ ンチ&ジ ュデ ィー。伝統 的なもの以外 に も、スク リーンではテレビ放映 された人形劇 「サン
ダー ・バー ド」が映 写 され てい た。 一 画 では子 供 向け の ワー クシ ョップ を実施 して お り、影 絵 用
の動 く人形をテーマ とする工作教室が開かれていた。博物館のエン トランス ・ホールに、特別展
を テーマ とす る ワー クシー トが 備え付 け られてい た。
シ ー ト名rExplorePuppe#Worlds」(探索 人 形 の 世 界)
A3判上質紙2つ 折 りの9頁 構成で、全てカラー印刷 である。展示物の写真 ごとにい くつかの
設問が付されている。 このシー トには解答が付されている。
これらの人形はベ トナムから来ました
① 材質は 紙 ・ゴム ・木 から択一
② 動作は何を しているところか ※牛 に乗 って笛をふいている
③ 人 形 使 いの数 は1人 ・2人 ・さ らに多 く か ら択 一
設問の他に米の収穫祝いの際 に用い られたこと、祭礼において特別な力を発揮する とされている





② 服の用途 からわかるこの人物の仕事は 召使 ・水兵 ・宮廷ではた ら く人 か ら択一・
※宮廷ではたらく人
③ 人形の動かし方
① の ように材質や用途 を問 う設 問はポ ピュラーであ る。 また、四角い枠を設 けて装 身具のスケ ッ
チを描 かせている。
これらの人形は中国から




① には中国では重要 な象徴 であった とい う指摘が付されている。② の ようなメカニズムを問 うも
の も目立つ。③ は観察の促進。
この特別な人形は イン ドネシアから
ぬ り絵。悪魔退治にまつわる民話を題材 として演 じられる人形劇の人形 で、結婚 式や記念 日に
神を供応 し守護 を願 うとともに悪魔 を祓 うための儀式である と説明されている。
これらの影絵人形はトルコ起源ですがギリシャでも用いられています





③ ピノキオが嘘 を付 くとどうなるか
とい う設 問があ り、い くつかの人形の 写真 をあ げ、 これ らの人形 を見つけ出せ るか と問 うてい
る。展示室を今一度 ぐる りと見渡す必要があるが、冒頭 にもって きて もよい設 問か もしれない。
最後に 番 気に入 った人形 の絵 をスケ ッチさせ る空 覧があるが、体裁が上質紙 にカラー印刷 とい
う点か らも、完成されたシー トは記念品 として持 ち帰 って保存する ように、 とい う意図が感 じら
れ る 。
設問形式な どは常設展のシー トと同様 、名称を尋 ねた り、三沢形式な ど容易な ものか ら、意匠
の意味や、特 に繰 り人形 とい う題材ゆえか、相当難解な道具 としての メカニズムを問 う思考喚起
を目指 した内容が見 られた。設問の立て方 は、常設展のシー トに も相通ずるものが ある。
(2)マー ジーサ イ ド海洋博物館
① 館の概略
「マー ジーサイ ド」はマー ジー河の両岸 に広が る リヴ ァプール地方 の別称である。海洋博物館
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は リヴ ァプ ール 博物 館 と違 い、 観 光地 化 され た アル バ ー ト ・ドッグ の一一・画 を占め 、観 光 施 設 とし
ての性格を色濃く持っている。海洋博物館としては英国南東部のグリニッジにも国立海洋博物館
があるが、当館 もまた英国の海洋史 全般に関 わる展示構成を とっている。中には タイタニ ック号
に関する展示 もあったが、館内の窓 か らは同船 を就航 させたホ ワイ ト ・ス ター ・ラ イン社がかつ
て入屈していた立派な建物が望見できる。展示室は地下1階 「大西洋の奴隷制」「新世界への移
民」、グ ラン ド階(実 質的な1階)「 税関 ・徴 税」、1階(同2階)「 大西 洋の戦い」「商船 と船乗
り」、2階 「芸術 と海」「巨大船建造」、3階 「安全な旅」「浮かぶる宮殿 」 という構成 となってい
る。なお、 グラン ド階の展示 が 「税関 ・徴税博物 館」に相当す るもので、案 内パ ンフレッ ト上は
独立 した 博物館の扱い とな っているが、実質的には海洋博物館の一展示室 としての形態 を とって
いるので、本項の中に記述を含めた。ワー クシー トは、その 「税 関 ・徴税」の展示室 と、開催中
の特別展 に備え付け られていた。
「税関 ・徴税」では、 まず、輸入規制品の問題 として、ブ ラン ド品の偽造品や密造酒の違法 輸
入、ワシン トン条約 で取引が禁止 されている象牙 や酪甲、麻薬の密輸の手 口や、それ らの品 々に
加えて税関での検査の体制などが展示されている。偽造品の数々が本物と対比させて展示されて
いる。「大西洋の奴隷制」 は奴隷貿易 について。 アフ リカの現地 におけ る人 々の暮 らしか ら、連
行 される様子の ジオラマな ど。 「新 世界への移民」 は等身大の情 景復元で、 レンガ積みの波止場
の光景から移民船の船内までが復元してある。「大西洋の戦い」の展示室では、戦艦や潜水艦な
どの模型、爆雷 と魚雷、海軍士官 や水兵の制服、 テーマ展示 として、両次大戦のシー ・レーン防
衛、すな わち大西洋における英 国輸送船団 と ドイツUボ ー ト群 の対決 な どが紹介 されてい る。
「芸術と海」は原始的な木の船から帆船や豪華客船まで、様々な船の模型や絵画。一画には名物
のボ トル ・シ ップ製作実演 コーナー もある。 「巨大船建造」 は、船の構造 が紹介 され、蒸気船の
外輪 をは じめ とする部材な どが展示 されていた。「安全な旅」は航海 の安全に関する展示で、救
命具や灯台、ナビゲーシ ョンの設備類、座礁事故な どに関する展示 、奥ま った一室は豪華客船 が
テ ーマ とな って いた。
② 「税 関 ・徴税 」 展 示 の ワー クシ 一一ト
常設展で ワークシー トが備え付けてあったのは こち らの展示室のみであった。
シ ー ト名rSMUGGLEBUSTER'SFAMILYTRAILFORTHECUSTOMS&EXCISEMUSEUM」
(税関 ・徴税博物館の密輸入取 り締 ま り家族 トレイル)
無色のA4判 中質紙の裏表 にモ ノクロで印刷 され ている。 イメージ ・キ ャラクターの イラス ト
髄











⑩ アル バー ト ・ドッグの完成年は
9つの設問 とスケ ッチが1ヶ 所で構成 されている。 名前や数量な どを問 う単純 な設問が多 く、
④のようなケタ数の多い数字もあるが、展示の説明を読めば解答は容易であろう。少々頭をひね
るのは⑧の問い くらいであ るが、シー ト自体は小学校低学年を対 象 として想定されているようで
ある。 ただ し、税関 ・徴税 とい う展示内容 自体は決 して小学校低学年 向け とはいいがたい 内容で
はあ る。 そのため もあ ってか、「左 に曲がる と トランプが見え ます」 とい うように、設問 と設問
の間 に展示 ケー ス間 の誘導 が懇切 に示 されている。 シー トは この1種 で、他 に館名や展示 内容
のキー ワー ドを解答 とす るパズル が1種 備 え付 けてあ った。何 れに しろ、対 象年齢 は低めの設
定の よ うである。
③ 特 別 展 「SpiritoftheSlitz」の ワ ー ク シ ー ト
2階 の一 画 が特 別 展 「SpiritoftheBlitz」展 の 会 場 とな ってい る。 英 国史 にお け る空 襲 とい う
と ドイツ空軍 によるロン ドン空 襲がよ く知 られる。北西の対岸 とい う大陸 か らは遠 く隔た った イ
メー ジのある リヴ ァプール であ るが1地 勢的には フランスのブル ターニ ュ半島か ら ドイツ軍機の
行動圏に入 っていた。展示 内容は、まず ドイツ空軍機の襲来 について、人 々が航空機 を判別す る
ため に配布 された機影の絵 など。 それか ら人 々の装 備。ヘル メッ トやガスマス ク。戦時下の服
装。 シ ェル ター、 つ まり防空壕。消防隊の装備。受話器 を とって空襲経験者の語 りを聞けるコー
ナー もあ った。また、食料品の配給制度や娯楽施設の閉鎖な ど戦時 ドの生活。子 どもの疎開につ
いて も触れ られていた。 会期 中、ギ ャラ リー ・トークが開催 されていたが、実施 にあたっては聴
衆の中から子どもを講師の対話相手に募るなど、年少者教育が意識されていた。
シ ー ト名 「SpiritoftheBLITZSUPERQUIZZES&FUNTRAIT.」
このシー トはA4判10頁で、 以下 の4つ の設問群8頁 と漫 画1頁 、絵 解 きクイズ1頁 で構成
されてい る。 モ ノク ロ印刷でA4判 中質紙両 面印刷の用紙5枚 を左肩でホチキス留め にした、内
容 が豊富 な割 には簡素なつ くりの ワー クシー トである。設問群はA4判 用紙表裏4枚 分で、1枚
分 ご とにテーマがふ られている。 以下、 テーマ ご とに設 問の問 う内容 を記す。
Let'sGetinaFlab」
危機の到来









※ベ ス トとズボソ ナ イフ フォー ク スプー ン と解答の例示があ る
配給
⑧ 配給食 の導入年 は 通 帳 と 「 」 ※ 「 」内がブランク とな って いて解答は 「切符」
⑨ 朝食 昼食 夕食 おやつ シリアル、ミルク、卵それぞれの食材の配給開始年や停止
年は
「疎 開」な どは子 ども自身 に とっての問題 とな る。「配給」 も普 段接す る食付 が記されて お
り、第2次 大戦の記憶 か らは縁 遠い子 ども自身 の コン テクス トに訴 えかけ られ る ような配慮
となっている0① は ともか くとして、②③⑤⑥⑦ な どは解答の理 由が重視 され る作 りで、解説
文を読んでというよりは、自分自身の経験や知識に照らして判断するという形式が取られてい
る。 思考 をめ ぐらす設問であ る一方、子供 自身 による判断材料 が充分に用意 されている という
配慮があ る。
※ タイ トルの 「inaflap」とい う表現は直訳では文意が通 じな いが、 日本語 に訳せば 「ドキ ド
キハ ラハ ラ」で ある とか、「手 さ ぐ り状態 」 とい うようなニ ュア ンスで用 いた との こ とで
あ る。
rPlaneSpotting」
ス ピ ッ トフ ァ イアや ハ リケ ー ン、 メ ッサ ー シ
ユ ミッ トの影絵 。機種 を答 えさせる。 実際 に機
謙尉
籔 一,鑑搬 輔 麟
影判別用 にこの ような影絵 が用い られ、その実 綴 ・P蕪 轍灘 顯 、一 弥灘 雛継







④ 死者の数は 写真3マ ージーサイド海洋博物館
戦 時 中 の 労働 者 特別展 「Blitz」の ワークシ㎜ ト
⑤ 外地へ出発する部隊の数は









⑫ 子供 たちは通 りでお こなわれたパーテ ィーで何 を食べたか
⑬VEデ ー とは何か
⑭VJデ ー とは何か
⑮ 配給制度は1945年で終わ ったの か
空襲に関する具体的なデータが解答として求められており、軍需産業の実態も具体的なデータ
を用いてかな り詳 しく触 れ られている。設問は一問一一答型 で、観察促進 ・思考喚起 とい う傾向
にはな い。 また、VEデ ーやVJデ ーの意味を問 うな ど、 当地の戦争教育 に関す る考え方 が垣
間見 られる。
「PiermastersHouseWordsearch」(埠頭 長 の 家 ワ ー ド ・サ ー チ)
玄関
① アン ダー ソン とは何か ※シ ェル ターの名
② 住人の階級は ※労働者階級
台所








⑩ 灯火管制用 カーテンの 「黒」色
⑪ 「火」を隠す
⑫ 「ラジオ」 を聞いていたこ と
ホ ール と階段
⑬ ブーツの種類は何か










「 」は設問 にブランクが設け られていて適 切な文字 を埋 める形の問 い。最後に12文字x13文
字の方形 に並べ られたアルフ ァベ ッ トの中に解答の スペル が含 まれている趣 向にな ってい る
が、こうした方形 のアルフ ァベ ット群の中か らスペルを探 し出す ことをワー ド ・サーチ と呼ん
で い る。
「空襲」 とい うテ一一マ故か設問のパ ターン としては、名詞や数値を問 う形式の もの も多い。
実物資料の形状に着 目した りとい う設問は見 られず、意味を問 うというような形 式 よりは、解
説文か ら歴史的事実 を確認 する とい う学習形態 が見 られ る。先の りヴァプール博物館の シー ト
の設問 とは傾 向が異 なる。歴史展示 の場合、個 々の実物資料の観察 に特化せず、全体のテーマ
性 を意識す る と、事 実関係 を問 う型式 の設問 にな らさるを得 ない とい うことだ ろうか。つ ま
り、全体 テーマや歴史の流れを意識 する と、 どうして も学校の試験 問題の ような形態 となるわ
けである。観察力 ・思考力を養 う とい う観点か らは、 かえって個別 の資料 に特化する必要があ
るだろう。なお、本 シー トの場 合、テーマ故 に、 リヴ ァプール博物 館や税関 ・徴税博物館の
シー トよ りも対象年齢 は高めの設定 となろ うか。
2.チ ェス ター市 グ ロブ ナー博 物館
リヴ ァプールで取 り上げた2つ の博物 館は 、地域博物 館 とは定義 した ものの、我 が国でよ く
イメージされ る歴史民俗系博物館 ではなかった。次に散 り上げるチ ェスター市のグ ロプナー博物
館は、まさに歴 史民俗系のイメー ジそのままの地域 博物館である。チ ェスター市は りヴ ァプール
市の南西部に位置する人口8万人の小都市である。白壁に黒の見せ柱が特徴のチューダー様式
の建築群 で知 られる観光都市である。町並み とローマ時 代の市壁や遺構が観光資源 とな っている。
(1)グロブナー博物館 の概略
グロブナー博物館は1886年の創立で、チ ャールズ ・キ ングズ リー が主宰す る自然科学協会 と
考 古学協会が タイア ップ して市民教育のために設 立 した博物館であ る。「グ ロブナー」の名称は
設 立資金を提供 した ウェス トミンスター伯グロプナー家 か ら来ている。何々市誰 々記念博物館 と




俗、銀器、 その 他であ る。
市 の成 り立 ちに深 く関わっているが故、館の イメー ジはローマ色が濃 い。歴史(考 古)展 示は
何 れ もローマ時 代が テーマで、1室 は武具や装 身具、食器、 街並 のジオ ラマ、家屋 の様子な どの
模 型があ り、 も う1室(ウ ェブス ター展 示室)は 、 館の特徴 的な コ レクシ ョン ともな ってい る
が 、ローマ兵の墓碑 な ど石造物 を集めた展示 とな って いる。 自然史の展示室 には憶 キングズ リー
の収集による鳥獣の剥製や蝶をはじめとする昆虫の標本がある。美術展示は、チェスター市街を
テーマ とす る絵 画 によって構成 されてお り、著 名な画家の ものが収集 され ているわけではない。
その意味では歴 史展示の一部 とも言え る。 それ以外 には、チ ェス ター 自体 が銀 器の産地 とい うこ
ともあるが、銀器の展示室、旧市役所の台所を移築した部屋、特別展示室がある。特別展示室で
は娯 楽をテーマ と した展示 をお こな っていた。旅 行鞄 や衣裳類、 レジ ャー用 品、古い 自転 車、ブ
リキ製 の玩具 な どが展示 され、玩 具の い くつかは実際 に使 って遊 べる ようにな っていた。民 俗展
示 に相 当す るものは、「キャ ッスル ・ス トリー ト20番地」 とい う番地表示 そのま まの名称の別 館
の各階に、1室ずつマネキンを配置して生活空間を再現しており、家具や道具類、服飾なども展
示 して いる。ヴ ィク トリア朝時 代の台所 に18世紀 ジ ョー ジ王朝時代 の居 間。 間 に衣裳 展示の部
屋 をは さん で、17世紀 スチ ュアー ト朝 の ダイニ ングは板張 り。20世紀初 頭の浴室 と洗面 所 、19
世紀 ヴ ィク トリア朝時代の寝室。ヴ ィク トリア朝時代 の子 ども部屋 、 とな って いる。
(2)グロブナー博物館の教育普及事業




ワー クシ ョヅプや展示をテーマ とした ワー クシー トの記入学 習が実施 されてい る。 ワークシー ト
はエン トラ ンス ・ホ ール に配置 され、来観 者が 自由に手 に取 るこ とが出来 るよ うにな って いた
が、記 入用 の鉛筆 や ク リップ ・ボー ドまでは設置 されていなか った。 それ以外 に も、小学校 な ど
において学 習活動 をお こな うための材料 集や、貸 し出 しキ ッ トも用意 されている。 また、教 師向
けの研修会や大人向け講座も実施されているとのことである。
観光施設としての性格も充分備えた当館であるが、教育プログラムへの参加者は観光客とは異
なった利用 者層 と見 るべ きであ ろ う。 人 口8万 人の都市 に立地 す るこ とを考 え ると、年 間3万人
の教育 プログラムへの参加者があ り、 それを受け入 れる態勢が整 って いる というこ とは、 我が国
では驚標す べ き数字 ・事実 と言 える。
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(3)ゲロブナ ー博物館のワークシー ト
ワー クシー トの判形 はA4判 で統一 されて お り、中質 の白色の用紙 に、一部 を除 きモ ノク ロ
印刷 で表面 あ るい は裏表2面 に 印刷 され てい る。上 質紙 に カラー印刷 とい う リヴ ァプー ル 博
物館のシー トとは大 き く印象が異な り、記念品 として長期保存を 目的 とした志向ではない ようで
あ る。
① ロ ーマ 関係 の ワー クシ ー ト
シ ー ト名rWEBSTERGALしERYDISCOVERYOUIZ」(ウェブス ター展 示 室 探 検 ク イズ)
A4判中質紙片面モ ノクロ印刷。 ロー マ時代の石造物 の展示 を対象 とした一問一管 型のシー ト
で 、 以下 の ような設問が記 されている。 イラス ト入 りだが、全設問に直接対応 してい るわけでは
な い。 なお、 シー トには解答例は付 されていな い。
① チ ェスター要塞を建設 した人 々は どこを旅 して きたか
② チ ェスターに駐屯 した軍団名は響
③ 守備兵は何年務めたか,
④ 墓石の底に記されたHFCとは何か
⑤ ミネルヴァの神殿はチ ェスターの どこで発見されたか
⑥ クラ ティア ・デ ィオニシアはなぜ死んだか




② や③の ように名称や年数 を答 えるものな ど、解説キ ャプシ ョンの中か ら答えを探 す タイプの設
問である。 クイズ と謳 っている点 からも、 もともと…澗 一答型を志向したシー トと評 価すること
はできる。 思考を喚起するまでには至 っていないが、展示に着 目し、解説文を読 ませる という効
果はあ るだろう。
シ ー 卜名 「CHILDREN`SROMANQUIZ」(子ど も向 け ロー マ ・ク イ ズ)
A4判中質 紙片面 モ ノクロ印刷。 同 じ く、 ローマ に関す る展示 をテーマ とした クイズであ る
が 、 より年少者を対象とした容易に解答できる設問が並ぶ。直接は設問に関連しないイラスト3
点 入 り。
① ローマ兵は足 に何を履 いていたか 靴 ・ブーツ ・サンダル の択一
② 剣は どち らの手で握 ったか
③ (最初のケー スにある)陶 器 はどこで作 られたものか 表面はツル ツルかザ ラザ ラか
④ ローマ時代の コインについて 支払いの後兵士には い くら残 るか
.









①②⑦ のよ うに展示 ケース内の資料 を一見す るだけであ った り、解説キャプシ ョンを読む こ とで
解答の得 られ るような設問であ る。なお、⑥の解答は もちろんrX」 であ るが、アラビア数字を
ローマ数字 に読み替 える試 みは、 ローマをテーマ とする教育 プログラムの随所 に見 られた。
シ ー ト名 「TheWebsterGalleryofRomanStonesAc電ivityTrail2」
(ウェブスター展示室 ローマ時代 の石造物 アクテ ィビテ ィ ・トレイル)
A4判中質紙両面モ ノクロ印刷 。「ク イズ」 に比較 して、展示品 を観察 しなが ら思考 をめ ぐら
すタイプの設問が 多い。な お、「2」とな ってい るか らには、「1」があ るわけだが、入手 したの






③ この人物 についてこれ らの品々は何を語 っているか
④ 兵士が頭 に被 っていた ものをスケ ッチせ よ
⑤ 多 くの石になぜ祝宴 を楽 しんで いる人 々が彫 られているのか
⑥ 男の頭に どの ような生 き物 を見 つけ られるか ※ヘ ビ 像はゴー ゴソ メ ドゥーサ
⑦ この石は建物の上か下かどちらにあったか ※切妻屋根の装飾
⑧ 騎兵用 のシャツは何でで きていたか ウール ・鎖帷子 ・絹の択一
①② は彫像の形状 自体、③⑤ は形状の意味 する ところを問 うてお り、一問一答型の クイズ と比較
し 、 観察す ること、意味 を考 える こと、が含まれている点で、別の教育効 果が考 え られる。④の
ようにスケ ッチ も取 り入れ られて いる。 設問 と設問の間 には、「事務室 内で仕事 を してい る男が
見えますか」「右手 を見 ましょう」 といった ような展示見学順路を誘導す る記述がある。
② 自然史関係の ワークシー ト
シ ー 卜名rFOOTPRINTSFROMTHEPAST」(過去 の時 代 の足 跡)
A4判中質紙片面印刷。紙質は他のシー トと同様 だが、展示 資料の写真1点 がカラーで印刷 さ












7つの四角い枠 が設け られ、それぞれ化石の色を塗 らせ る しくみで、 スケ ッチ よ りは簡略 なが
ら 、 展示品 をよく観察で きる しかけである。
シ ー 卜名 「CharlsKingsley,But量erfliesandMoths」(チャ ー ル ズ ・キ ン ゲ ズ リー 蝶 と蛾)
A4判中質紙両面モ ノクロ印刷。創設 者に関わ る自然史部門のシー トであ る。ぬ り絵 を課題 と
「
しているため、その イラス トと、最後 に点線を結ぶ と蛾の形が描け るしかけがある。
① キングズ リーの著 した子 ども向けの著作名 は
② 柱に何羽の蛾が見えるか
③ (蛾のぬ り絵)
④ キングズ リーは何を持 って何 を描 いているか
⑤ キングズ リーの後 にいる鼠の色は
⑥ キングズ リーの話 について ドビー博士 と外出 した時に何羽の標本 を捕獲 したか
②④⑤ は展示品の観察を促す質問。③ のぬ り絵 は、やは り、展示品を よ く観察させるしかけであ
る 。
シ ー 卜名rDECORATINGSILVER」(銀の 加飾)
銀器関 係の展示室をテー マ とす るワークシー ト。A4判 片面 モノクロ印刷の用紙 を2枚 左肩で
ホチキス止め してあ る。設問の性格 に応 じて写真が掲載 されている。 冒頭、点線 をなぞる ことに
よ り指輪、ネ ック レス、スプーンの形を描 かせ、設問 に入 る。
① 銀、を扱 う人 を何 と呼ぶか
② 鋳造(器 の)足 の形 は何か 岩 ・貝 ・石の択一
③ 鎚起 カップの下部の装飾には凹部と 「凸蔀1
④ 彫刻 カップの正面の装飾は鋭利な道具でつけられたか 鈍い道具でつけられたか
⑤ 穿孔 カップの盾の真中には何が彫られているのか
⑥ 貫通 このスプーンの軸にはなぜ穴があるのか
⑦ 玉節 水差 しの注口部の下 に玉がついている 他には どの よ:うな飾 りがあるか
最後 に② ～⑦で取 り上げ られ た6つ の技法を展示 資料 の写 真 と結び つけ る作業 、双 耳のカ ップ




シ ー ト名 「ArchitecturalQuizintheGrasvenorMuseum」(グロ ブ ナ ー 博 物 館 の 建 築 ク イ ズ)
A4判中質紙片面モノクロ印刷の用紙を2枚左肩でホチキス止めしてある。展示内容ではな
く 、 博物館を収容 している建築物 に関 するワークシー ト。
玄関
① 壁や床のモザイク模様の名称は'
② 柱の装飾をスケ ッチせ よ




⑥ ステソ ドグラスに記 された2行 詩の1番 目を書け
⑦ 屋根の下の帯状装飾は何の連続模様か
⑧ 3匹のライオソ と麦束の紋章は どこにあるか
ローマ石造物展示室 ※ウェブスター展示室
⑨ ゴーゴソの髪は何でで きてい るか
⑩ なぜゴー ゴソがここに配置 されているか
⑪ 海の怪物 トリ トンについて述 べよ
⑫ 墓石彫刻の上部 にある装飾をスケ ッチせ よ 玄関ホールの どこに同 じものがあるか
壁面装飾の形状以外 にも、⑤の ように材質を答 えさせた り、⑥の ように装飾 として記された詩 を
書 き写 させた り、作業はバラエテ ィに富んでいる。解説文が付されていない部分 に関する設 問だ
け に 、 観察 や思 考 が 促 され る設 問 が 多 い。 最 後 に 「WordSearch」と して 、15x16マスの 中 に1
文字ず つならんだローマ字列の中か ら関連用語のスペルを見つけさせ、塗 りつぶさせてい る。塗
りつぶす と、建物の装 飾の特微 であ る列柱 と切妻屋根の形が現 れるし くみになっている。
シ ー ト名 「PERIODHOUSEACTIVITYSHEET」(歴史的 家 屋 ア ク テ ィビテ ィ ・シ ー ト)
A4判 中質 紙 両 面 モ ノ ク ロ印 刷 。 「キ ャ ッスル ・ス トリー ト20番地 」 の ワー ク シー ト。 部 屋 ご
とに設問が 付され、シー トの・各所 に イラス トが配置 されてい る。「台所 に足 を踏み入 れこの特別
な家の訪問を始めま しょう」 とい う文言でシー トがは じまる。
台所
① メイ ドの年収は





ジ ョー ジ朝様式 の部屋
⑤ 暖炉脇のバケツの用途は 燃料を貯める ・水 をは こぶ ・飾 り か ら択一
⑥ 貝殻が装飾に用いられている様子をスケッチせよ
スチ ュアー ト朝様式の 部屋
⑦ 食事を作るのは誰か
⑧ 箪笥の上の小さなものは何か 写真立て ・蝋燭 立 ・ハサ ミ立 て か ら択一
子ども部屋
⑨ 人形の数は
⑩ あなたが作 りたい と思 う積木の家 をスケ ッチせ よ
教室
⑪ ヴ ィク、トリア女王の 肖像の位置 は
⑫ 壁 に大 きな地 図が掛け られている・何の授業 か 算数 ・地 理 ・ドイツ語 か ら択 一
寝室
⑬ 衣裳箪笥の上 にある箱の用途 は 帽子 ・ケーキ ・玩具 からの択…
⑭ 壁紙 のパ ター ンをズケ ッチせ よ
⑮ バ スルームの年代は 、
⑯ 便座の内側に書かれている町の名
設 問の間 には 「ホール を抜けて ヴ ィク トリア朝時代の居 間を覗い てみて くだ さい」 とい うよう
に 、 誘導の記述 があ るが、1枚 のシー トで複数の展示箇所 を取 り上げていることによるものだろ
う 。 ③ や⑨の ように数 を数 えさせ ることによ り、展示箇所に視点を誘導する設問が多いが、見せ
る箇所にどのような意味があるかあまり明
確ではな く、深 く考えさせる ような設問は
ない。④⑤⑧⑬のように絹途を問う設問も
・
あ るが、択一 式で解答は容易であ る。一 つ
の解答例を問うような設問は、容易か難解
かその落差 が激 し くなる。本シー トの設問
も、択一式を解消 して指導者 との対話形式
で解 く形 とすれば、思考 をめ ぐ らす よい設
問 とな る。 択 一 にす る よ りは 、 ヒン トを 記
す な どの配慮 が あ って も よい と考 え られ
る。 シ ー ト自体 の デ ザ イン と しては 、 い く
帆
写真4 チ ェスター市 グロブナー博物館のワーク つかの設問 に関連の イラス トが付 されて い
シ ー トPermissionofGrosvenorMuseum,
Chestercitycounsil る。設問に解答 する以外に3ヶ 所の スケ ッ
英国の地域博物館における教育手法に関する一一考察(外 山)一63一
チがある。 この展示室 については人物嫁のぬ り絵のシー トが別 にある。
シ ー ト名 「OtherwiseEngagedExhibitionActivityTrail」
(その他の関連展示のアクテ ィビテ ィ ・トレイル)
A4判両面モノクロ印刷。特別展をテーマ とす るシー トであ る。設問に関連 したイラス ト、ま
た関連 しない装飾のイラス トが描かれてい る。
導入




④ 見本の一部 をスケ ッチせよ
⑤ 婦人は鞄の中に何を携行したか
⑥ チ ェスター王立劇場での最初の演 目は
休 日







※チェスの駒 や手動式の ミュージ ック ・ボ ックスの絵 と名称を線 で結ぶ
⑫ 人形の頭の材質は
⑬ 展示されている玩具 と自分の持 っている玩具の違いを記述せ よ
一問一答式 に始ま り、スケ ッチをする箇所 もある。⑫は材質 を問 う、⑬ は比較検討を促す設問 と
な って い る。
3.'分析 と小 括
リヴ ァプール国立博物館群およびチ ェスター市の博物館で配布 されていた ワー クシー トについ
て合計13点の内容を紹介 してきた。中 には英和辞典に も用例のない特殊 な英語表現 もあ り、筆
者の翻訳力ではうま く表現するに至 らなかった部分 もあるがご容赦願 いたい。 シー トご とに設問
の内容はすべて網羅 したが、スペースの関係か ら文章 そのままの翻訳 とい う形式は取 らず、抄録
による内容の評価 という形式を取 った。以下、館の教育担当者への質問に対する回答 も交えて分
明治 大学博物 館研 究 報告 第11号(2006)一64一 一一
析の 補足 をしたい。
① シー ト作成の趣 旨
シー ト作成の趣 旨 としては様 々な見解が得 られた。国の教育カ リキ ュラム との連動を重視 して
作成 するという館 もあれば、子 どもたちが展示に より濃密 に接するため とい う回答、教育的配慮
であ るとともに、楽 しんで見学で きるようにす ることも大切 で、それが ロコ ミによって新たな来
館者に結びつ くというような指摘 もあった。想定 され る利用者 としては、家族つれの子 どもとい
うケースが多かったが、学校団体の見学時 に教育担当者が配布す る という館 もあった。具体的な
対 象 年齢 は5歳 ・7歳 か ら11歳 ・12歳とい う回 答 があ った。
② 配布形態
ロソ ドソ にあ る国立クラスの博物館のワーク シー トは、何故 ものシー トが1セ ッ トになって
いた り、冊子仕立てにな っていた り、また、全般的に上質な用紙 が用い られ、印刷 もカラーで有
償頒布 という形態が とられていた。それに対 し、今回、分析 した博物館のシー トは何れ も無償配
布、紙質 もリヴ ァプール博物 館の2点 を除いては上質の用紙を用いてい るわけではなか った。
ロン ドンの国立 クラスの博物 館では、 ミュー ジアム ・シ ョップで販売 され るケースが 目立 った
が、今回対象 とした館ではそ うした事例はな い。 配布 形態 は、エン トランス付近や展示室 に配置
され、来館者が 自由に手に取るこ とがで きるようになっているの と、学校団体に対 しては求めに
応 じてあ らか じめ送付する という館 もあった。 また、特別展 ・常 設展双方で設置が見 られ、常設
展では1年 から数年 スパンでの更新、特別機 では もちろんその都度の制作 とな る。
③ 設問の内容
先 に分析 したロソ ドソ市立博物館のアクテ ィビティ ・シー トか ら見 られた特徴は、展示資料の
中から発見を促す、モノとしての機能の理解、展示品やそれに関わる事象を現代の事例や身近な
もの と対比 する、 自分の答えの根拠 ・理 由を提示 させ るな ど、形状 その他の理由や意味 を考 え
る、 また 、 ヒン トを与 えて 解答 を導 く、 とい った点 に あ った。 今回 、取 り上 げ た シー トでは 、上
記の ような考 え方が垣間見 られる…・方、相違 点 として、比較的一問 ・一答式の設問が多 く見 うけ ら
れた点 、また、夏枚のシー トに多 くの設問があ る点な'どがある。 教育的配慮 としては、解答のた
め に詳細な観察 を促 した り、比 較検討 な どに よって思考 をめ ぐらす とい う点 が重要 と思われる
が、一方、シー トの全体構成 として、子 どもが スムーズ に学 習に適応する配慮 として特に冒頭部
分 は比較的容易な設問を配置 した り、思考 よ りは観察 に集中するスケ ッチ を間 に入れた り、短い
解説 を挿入 した りと、バ ラン スを とることも必要だ とい うことが感 じられた。 キャプシ ョンの解
・
説 の中に容易に答 えを見出せ る として も、それ故 に子 どもは解説文を読む であろうし、答えが明
解 である必要性の揃摘 もあ った。
ロソ ドソ市博の シー トの ように子 ども自身の見解を述 べさせた り、解説文 にない文言を答えさ
見
せ るような設問の場合、 多 くの場 合"即 答"と い うのは難 しい と考 え られる。 その間の試行錯誤
こそ重視されるという見方であるが、それは子 どもと指導者 との対話 によっては じめて学習が成
英国の地域博物館における教育手法に関する一考察(外山)一65一
り立つ と言 える。今回、対象 とした館か らも、大人 と子 どもとの対話に よるシー トの利用が必
要、または望 ましい という指摘があったが、 この点は今後のシー ト開発上の大 きな問題点を孕ん
でいると言えるだ ろう。我が国では、比較的 、子 ども自身による学習の方策 として シー トが評価
される傾向にあるが、 ロン ドン市博の ようなシー トの場合、明 らかに専門的な訓練を受けた指導
者 とのインタラクテ ィブな学習が前提である。その点、教育員の養成 が同時 に課題 になるととも
に、シー ト設計の根本的な思想の違いがそこに存在することになる。 これは、博物館資料の活用
という点、教室型教育からの脱却が図れ るか とい う点でも大 きなテーマ となろう。
おわ りに
平成12・13年度の 日本博物館協会 による調査 に よる と、ア ンケー ト回答 館の内、280館か ら
ワークシー ト設置の回答があ った ということで、今 日、我が国において もかな りの博物館で導入
されている と言 うことがで きる(3}。また、近年では、その実践例を館の紀要や学術雑誌上に発表
するケースも散見されるようにな ってお り、ワークシー トの開発 も着実に進歩を している。 しか
し、多 くは 白露における実践報告であ り、事例研究や効果測定の蓄積による本格的な研究段階に
至るまでには時 日を要するようであるω。気 になるのは、いわゆる博物館学 の概論的 テキス ト上
において、ワークシー トについてはほんの数行が割かれるにす ぎない とい う点であ る。 シー トの
設問内容や展示資料 を理解す る視点な どについて、第3者 を交 えた議論が盛んである とは言 い
難 く、理論的な構築 もなされていない というのが原因であろう。 今後、 ワー クシー トの質的向上
を図るためには、導入館の担当者 同士が相:互に批評を交換 するといった ようなことか ら始め ると
ともに、欧米における豊富な事例の検討 も含め、 ワークシー ト作成の理念構築を進 めてゆ くこと
が必要だろう。
多 くの館で導入が図 られていなが ら、博物館学のテキス トに も理論的な考察がお こなわれてい
ないワークシー トの扱いは、冒頭 に触れた ような、ワークシー トは展示理念の鏡、 とい う図式か
らすると、 どの くらい実物資料があるとい うメ リッ トを生か した教育的配慮による展示づ くりが
で きて い るか とい うバ ロ メー ター とな って いる よ うで気 にな る。 ワー ク シー トの質 を高め る とい
うことは、そのまま実物資料を生か した教育的配慮 を向上させることに資するのではないか と考
える。その点、我が国の場合、まだまだ 「博物館教育」の特性が、博物館教育に反映されていな
いのではないか と危惧する。今 口、欧米の大学院 にて博物館教育論を修めた多 くの人材が国内に
戻 りつつあ り、国立館や都道府県立館が教育担当者 として採用するような動向 も出てきた。欧米
における事例の導入に対 しては、賛否 があるが、曲が りな りにも我が国 より博物館教育に長い歴
'
史を持ち、 また、社会一般の認知度 も高い諸国における事例は、検 討の組上に載せてみる必要が




(D拙 稿 「実物教育を不可欠 とする博物館教育法 に関する一考察」(『明治大学博物館研究報告』10、
2005年)にて、近年の博物館教育論の動向をまとめてみた。
(2)拙稿 「英国の博物館教育における"思考方法"に ついての一考察～ロン ドン市立博物館 「ギャラ
リー ・パ ック」を素材 として～」(『明治大学博物館研究報告』6、2001年)なお、英国において
は 「アクティビティ ・シー ト(ActivitySheet)」という表記が一般的であるが、我が国においては
「ワークシー ト」 という表記が主流であるので、本稿ではそれを屠いることにした。
(3)早瀬長利 「博物館に よる児童 ・生徒の学習支援活動の現状一学校向け各種ガイドブック ・案内パ
ソフレヅト・ワー クシー トの整備状況について」(『博物館研究』421、2002年)
㈲ ワークシー トについて詳 しく言及した博物館学関連の著書を見つけることはで きなか ったが、参
考文献 としては、丹青総合研究所 ・lZNOアイズノーrミ ュージアム ワーク ・シー ト』(丹青総
合研究所、1987年)がある。また、近年 ではワークシー ト使用のケース ・スタディも目に付 くよ
うになってきた。以下、管見の ものを挙げておきたい。①高桑康雄 ・芝崎順司 「美術博物館におけ
る来館者め鑑賞行動について一弥生美術館特別展示 「高畠華冑 美人画展」 におけるワークシー ト
の導入」(r視聴覚教育研究』23、1993年)、②五十里美和 ・山口悦 司 ・山本智一 ・藤井浩樹 ・野上
の
智行 「科学系博物館における学習支援 としてのワークシー ト:学校の科学教育カリキュラム と連携
した ドイツ博物館のエネルギー技術に関する事例の検討」(「科学教育概究』27一]〈特集〉学校 ・
地域 ・大学の連携による科学教育、2003年)、③小島道裕 「ワー クシー トに よる家族向け教育プロ
グラムー「れきは く親子クイズ」の実施結果から」(『国立歴史民俗博物館研究報告』108、2003年)、
④開仁志 ・長谷川総一郎 「幼児における美術館見学:ワ ークシー ト作成の試み」(『富山大学教育実




含め、 ピックア ップできたのはほとん どが美術館もしくは理科系博物館の事例であった。博物館の
館種によって もワークシー トに対する取組み、ひいては教育に対する取組みにも温度差がある。我
が国の博物館の内、多 くを占める歴史 ・民俗系博物館で進展がないというのは大 きな問題であろう。
(とやま とおる/明治大学博物館 商品 ・刑事部門学芸員)
